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羽
は ざ わ

沢寿
ひさたか

隆 議員
（八起会）

問　
当
市
の
姉
妹
都
市
は
宮
古

市
、
友
好
都
市
は
沖
縄
県
名
護

市
、
交
流
は
タ
イ
国
タ
マ
サ
ー

ト
大
学
と
長
年
の
友
好
・
交
流

の
文
化
が
あ
る
。
今
後
、
市
民

レ
ベ
ル
の
交
流
を
拡
大
し
、
物

産
販
売
、
関
係
人
口
、
ふ
る
さ

と
納
税
、
移
住
対
策
に
結
び
付

く
よ
う
親
交
を
強
化
し
て
は
。

市
長　
両
市
と
は
10
月
の
山
賊

ま
つ
り
出
店
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
、

芸
能
団
体
の
出
演
な
ど
約
40
年

の
相
互
交
流
が
あ
る
が
、
内
容

が
固
定
化
さ
れ
参
加
者
が
限
定

さ
れ
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

姉
妹
・
友
好
都
市
提
携
40
周
年

を
記
念
し
、
両
市
と
市
民
レ
ベ

ル
の
交
流
や
支
援
を
検
討
す
る
。

問　

江
間
章
子
さ
ん
の
縁
で

始
ま
っ
た
東
京
都
世
田
谷
区

や
安
代
り
ん
ど
う
が
取
り
持
つ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ホ
ロ
フ
ェ

ヌ
ア
地
区
と
の
交
流
は
休
眠
状

態
で
あ
る
。交
流
解
消
し
た
の
か
。

市
民
部
長　
２
市
と
の
交
流
は

疎
遠
状
態
で
あ
る
。
総
合
的
に

調
査
し
再
開
に
向
け
努
力
す
る
。

自
律
的
な
職
員
研
修

問　
職
員
研
修
は
自
治
大
学
校

を
最
高
峰
に
県
主
催
の
能
力
開

発
講
座
、
庁
内
研
修
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
。
効
果
的
な
職
員
教

育
の
た
め
の
講
習
や
八
幡
平
市

の
歴
史
、
文
化
を
学
び
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成
し
て
は
。

市
長　
職
員
一
人
一
人
の
資
質

向
上
と
能
力
開
発
を
図
り
課
題

達
成
の
た
め
に
自
ら
考
え
実
行

す
る
自
律
的
な
研
修
を
実
施
中
。

研
修
で
学
ん
だ
知
識
や
経
験
を

生
か
し
職
員
に
よ
る
職
員
の
た

め
の
教
育
制
度
を
拡
充
、
強
化

す
る
。
3
町
村
史
を
教
材
に
郷

土
愛
と
当
事
者
意
識
を
育
む
。

問　
今
年
は
ク
マ
に
よ
る
被
害

が
特
別
で
あ
る
。
毎
日
の
よ
う

に
集
落
に
出
没
し
食
害
を
繰
り

返
し
て
お
り
、
住
民
は
大
き
な

危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
早

急
な
対
策
が
必
要
で
は
。

市
長　
従
来
通
り
に
猟
友
会
な

ど
と
連
携
を
密
に
し
て
い
く
。

問　
危
険
な
仕
事
に
従
事
す
る

猟
友
会
員
な
ど
の
待
遇
改
善
を

望
む
。
ま
た
、
現
場
で
の
緊
急

対
応
を
可
能
に
す
べ
き
で
は
。

市
長　
９
月
よ
り
緊
急
銃
猟
制

度
が
開
始
さ
れ
る
。
ま
た
Ｓ
Ｎ

Ｓ
ア
プ
リ
「
ベ
ア
ー
ズ
」
で
も

目
撃
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

問　
市
民
の
生
命
や
安
全
が
最

優
先
、
人
的
被
害
が
あ
っ
た
ら

ど
う
す
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の

現
場
に
居
合
わ
せ
た
ら
ど
う
す

る
の
か
思
い
切
っ
た
施
策
を
す

る
べ
き
で
は
。

市
長　
猟
友
会
へ
の
支
援
、
わ

な
セ
ン
サ
ー
の
導
入
な
ど
実
施

し
て
い
く
、
残
念
な
が
ら
国
の

制
度
が
変
わ
ら
な
い
限
り
、
強

硬
な
施
策
は
行
え
な
い
。

移
動
期
日
前
投
票
所

遠
方
集
落
に
拡
充
を

問　
バ
ス
に
よ
る
期
日
前
投
票

所
の
設
置
は
利
用
者
に
非
常
に

評
判
が
い
い
。
費
用
も
さ
ほ
ど

要
し
な
い
の
で
遠
方
の
集
落
に

も
こ
ま
め
に
実
施
す
べ
き
で
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
バ

ス
の
乗
り
入
れ
の
問
題
も
あ
る

の
で
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

問　
入
場
券
を
「
は
が
き
」
で

は
な
く
、
世
帯
向
け
の
チ
ラ
シ

入
り
封
書
に
す
れ
ば
、
周
知
も

徹
底
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
で
地
域
へ

周
知
し
て
い
く
。

ク
マ
と
の
共
存
は
不
可
能

国
・
県
と
連
携
し
て
い
く

クマ食害の実態

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。
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友
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一 般 質 問

外
そとやま

山一
かずのり

則 議員
（八起会）

問　

市
交
流
複
合
施
設（
8
テ

ラ
ス
）
が
完
成
し
て
10
年
後
、

20
年
後
の
維
持
管
理
費
は
試
算

し
て
い
る
か
。
ま
た
、
財
源
確

保
策
に
つ
い
て
も
伺
う
。

市
長　
10
年
後
、
20
年
後
の
財

政
負
担
の
試
算
は
行
っ
て
い
な

い
。
財
源
確
保
策
と
し
て
は
、

子
育
て
支
援
エ
リ
ア
で
活
用
可

能
な
補
助
金
の
充
当
、
施
設
利

用
料
や
賃
料
に
よ
る
事
業
収
入

の
増
加
を
目
指
す
。
ま
た
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
抑
制
の
た
め
、

予
備
設
計
の
段
階
か
ら
空
調
設

備
の
省
エ
ネ
化
を
検
討
し
て
き

た
。
指
定
管
理
者
と
協
議
し
、

コ
ス
ト
削
減
策
を
進
め
、
持
続

可
能
な
運
営
体
制
を
確
立
す
る
。

問　
試
算
を
行
っ
て
い
な
い
こ

と
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
抑

制
の
検
討
と
矛
盾
す
る
。
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
と
も
整

合
性
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。

企
画
総
務
部
長　
財
源
確
保
策

の
詳
細
を
検
討
中
の
た
め
、
明

確
な
試
算
は
示
せ
な
い
。
市
の

基
金
や
子
育
て
支
援
へ
の
補
助

金
な
ど
を
活
用
し
、
今
後
、
県

と
連
携
し
、
財
源
確
保
策
が
固

ま
り
次
第
説
明
す
る
。

問　
市
内
の
団
体
が
指
定
管
理

者
と
な
る
よ
う
検
討
し
た
の
か
。

産
業
建
設
部
長　
市
内
の
業
者

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
あ
っ
た

が
、
図
書
館
を
含
む
施
設
の
運

営
に
は
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
な
た

め
、
応
募
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

問　
指
定
管
理
料
が
市
外
に
流

出
す
る
。
市
内
の
団
体
を
育
て

る
考
え
は
な
か
っ
た
の
か
。

産
業
建
設
部
長　
指
定
管
理
者

は
市
へ
の
移
住
も
検
討
し
て
お

り
、
市
内
で
の
雇
用
も
求
め
て

い
る
。
3
年
間
の
運
営
で
、
今

後
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

問　
外
国
人
の
観
光
客
や
移
住

者
が
急
激
に
増
え
て
い
る
と
感

じ
る
。
今
後
も
増
え
る
で
あ
ろ

う
外
国
人
観
光
客
か
ら
市
民
の

安
心
安
全
を
守
る
た
め
に
マ

ナ
ー
条
例
の
制
定
が
必
要
で
は
。

産
業
建
設
部
長　
市
民
と
観
光

客
、
お
互
い
が
快
適
に
過
ご
せ

る
よ
う
に
正
し
い
情
報
の
共
有

啓
発
、
そ
し
て
、
関
係
者
間
で

の
協
力
体
制
の
構
築
が
重
要
な

の
で
、
状
況
を
注
視
し
な
が
ら

研
究
し
て
い
く
。

問　
近
年
、
八
幡
平
大
黒
森
付

近
で
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
を
楽

し
む
人
が
増
え
て
き
て
い
る
。

バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
の
人
も
い

る
の
で
、
衝
突
事
故
や
雪
崩
の

リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
と
思

う
が
当
市
の
見
解
は
。

市
長　
衝
突
事
故
の
リ
ス
ク
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の

乗
り
入
れ
は
規
制
が
あ
る
の
で
、

周
知
看
板
の
設
置
を
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
利
用
者
へ
の
注
意

喚
起
や
マ
ナ
ー
周
知
の
方
法
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

第
３
次
総
合
計
画
と

佐
々
木
市
政
の
今
後

問　
令
和
８
年
度
か
ら
始
ま
る

第
３
次
総
合
計
画
に
向
け
て

佐
々
木
市
長
の
考
え
方
は
。

市
長　
次
の
任
期
に
向
け
６
つ

の
重
点
公
約
を
掲
げ
て
い
る
。

農
業
に
つ
い
て
は
生
産
基
盤
の

整
備
、
人
材
確
保
へ
の
取
り
組

み
な
ど
。
観
光
客
を
増
や
し
、

地
元
産
品
を
提
供
で
き
る
体
制

づ
く
り
。
公
園
の
整
備
、
文
化

芸
術
活
動
へ
の
取
り
組
み
の
強

化
、
県
境
を
越
え
た
広
域
連
携

を
し
て
生
活
環
境
の
改
善
に
結

び
付
け
て
い
き
た
い
。

マ
ナ
ー
条
例
の
制
定
が
必
要

安
心
安
全
の
た
め
研
究
す
る

長野県白馬村のマナー条例チラシ

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。

工
く ど う

藤多
た ひ ろ

弘 議員
（松西会）

工
く ど う

藤直
なおみち

道 議員
（自由クラブ）

問　
肥
料
、
生
産
資
材
、
機
械

が
高
騰
し
て
い
る
。
営
農
が
続

け
ら
れ
る
生
産
者
米
価
に
つ
い

て
考
え
を
伺
う
。

市
長　
農
業
経
営
に
と
っ
て
大

き
な
痛
手
と
な
っ
て
い
る
。
適

正
な
米
価
水
準
の
維
持
・
生
産

コ
ス
ト
を
踏
ま
え
た
米
価
設
定
、

生
産
基
盤
の
充
実
、
高
品
質
米

の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
が
重
要
と

考
え
る
。

問　
国
で
は
、
輸
出
米
を
推
進

し
、
新
市
場
開
拓
米
の
生
産
者

に
１０
㌃
当
た
り
4
万
円
の
補
助

が
あ
る
。
要
件
を
伺
う
。

産
業
建
設
部
長　
対
象
作
物
の

低
コ
ス
ト
生
産
者
に
対
し
作
付

け
面
積
に
応
じ
交
付
さ
れ
る
。

問　
米
農
家
の
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。
規
模
拡
大
要
件
を
満

た
せ
な
い
農
家
に
も
継
続
で
き

る
支
援
事
業
を
導
入
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

農
林
課
長　
今
後
は
要
件
な
ど

を
見
直
し
、
調
査
研
究
、
事
例

を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　
市
と
し
て
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
の
再
生
に
向
け
た
抜

本
的
な
対
応
策
を
地
方
か
ら
国
、

関
係
機
関
に
発
信
し
て
い
く
時

期
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

市
長　
農
家
の
現
状
を
聞
き
、

米
農
家
が
生
産
意
欲
を
持
ち
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
再
生
協
議
会

で
方
向
性
を
考
え
、
国
、
県
へ

提
言
し
て
ま
い
る
。

図
書
館
の
集
客
は

問　
図
書
館
を
大
更
中
心
地
の

活
性
化
に
導
く
考
え
を
伺
う
。

市
長　
施
設
の
さ
ま
ざ
ま
な
機

能
を
横
断
的
に
利
用
し
て
い
た

だ
き
、
交
流
が
よ
り
一
層
図
ら

れ
、
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

米
農
業
再
生
を
地
方
か
ら

市
と
し
て
の
方
向
性
を
国
へ

米価に期待し新米の収穫が本格化

八
幡
平
市
交
流
複
合
施
設

試
算
は
行
っ
て
い
な
い

完成間近の八幡平市交流複合施設
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齊
さいとう

藤隆
た か お

雄 議員
（日本共産党）

問　
大
更
地
内
は
、
狭
あ
い
な

道
路
や
都
市
計
画
道
路
と
整
備

さ
れ
た
市
道
が
近
接
し
て
い
る
。

計
画
路
線
上
の
人
は
、
い
つ
計

画
が
実
行
さ
れ
る
か
、
不
安
定

な
状
況
で
生
活
し
て
い
る
。
過

去
に
見
直
し
を
す
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
こ
の
都
市
計
画
道

路
は
ど
う
す
る
か
。

市
長　
今
年
か
ら
２
年
間
か
け

て
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
見
直
す
予
定
で
あ
る
。
そ

の
中
で
交
通
動
態
や
交
通
量
の

調
査
を
行
い
、
道
路
整
備
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
た
い
。

小
中
学
校
の
統
合

問　
広
報
７
月
号
に
掲
載
さ
れ

た
市
内
の
小
中
学
校
の
生
徒
数

を
見
る
と
、
令
和
１９
年
度
の
安

代
中
学
校
の
入
学
見
込
み
者
は

４
名
の
見
通
し
で
あ
る
。
こ
の

少
子
化
が
進
む
状
況
か
ら
す
る

と
、
松
尾
地
区
だ
け
で
は
な
く
、

西
根
・
安
代
地
区
で
も
小
学
校

の
統
合
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
中
学
校
と
松
尾
地
区

の
小
学
校
の
統
合
を
進
め
、
そ

の
後
、
西
根
の
平
舘
地
区
、
大

更
地
区
に
つ
い
て
も
統
合
の
働

き
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

ク
マ
の
被
害
対
策

問　
頻
繁
に
ク
マ
が
目
撃
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
が
襲
わ
れ
る
事
態

が
心
配
さ
れ
る
。
富
山
県
南
砺

市
で
は
、
学
校
周
辺
に
高
周
波

発
生
装
置
を
設
置
し
て
ク
マ
対

策
を
行
い
、
効
果
を
上
げ
て
い

る
。
当
市
で
も
学
校
・
保
育

園
周
辺
で
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

教
育
次
長　
事
例
紹
介
が
あ
っ

た
ま
ち
へ
、
状
況
を
問
い
合
わ

せ
て
検
討
し
た
い
。

問　
生
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
、

今
後
予
定
し
て
い
る
計
画
や
目

標
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
水
切
り
の
徹
底
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
本
年
度
に

見
直
し
を
行
う
本
市
の
ご
み
処

理
基
本
計
画
の
中
で
、
燃
え
る

ご
み
の
減
量
化
を
含
む
形
で
の

目
標
を
設
定
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問　
生
ご
み
の
資
源
化
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
生
ご
み
の
資
源
化
に
向

け
た
分
別
収
集
に
つ
い
て
は
、

回
収
方
法
や
処
理
方
法
に
関
す

る
課
題
が
非
常
に
多
く
、
現
時

点
で
は
、
導
入
が
非
常
に
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

広
域
化
の
規
模
は

問　
ご
み
処
理
の
広
域
化
に
伴

う
事
業
費
、
市
町
費
用
負
担
お

よ
び
市
民
へ
の
情
報
開
示
は
。

市
長　
令
和
14
年
度
か
ら
稼
働

し
、
15
年
間
の
全
体
事
業
費
は

１
０
４
５
億
円
、
本
市
の
全
体

負
担
額
は
34
億
円
と
試
算
し
て

い
る
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

盛
岡
広
域
環
境
組
合
が
発
行

す
る
「
盛
岡
広
域
環
境
組
合

ニ
ュ
ー
ス
」
の
全
戸
配
布
な
ど

を
通
じ
、
随
時
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

問　
日
処
理
量
３
７
８
㌧
の
施

設
規
模
に
お
け
る
本
市
の
推
計

値
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

市
長　
約
20
㌧
に
な
る
と
見
込

ん
で
い
る
。

除
雪
の
支
援
が
必
要

問　
高
齢
化
や
一
人
暮
ら
し
を

考
慮
し
た
、
排
雪
ま
で
を
含
む

支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
。

市
長　
適
時
適
切
な
排
雪
に
努

め
る
。

生
ご
み
の
減
量･

資
源
化
を 

全
国
の
導
入
事
例
を
参
考
に 

瀬ノ沢ごみ集積場 

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。

古
ふるかわ

川津
つ よ し

好 議員
（松西会）

髙
たかはし

橋悦
えつろう

郎 議員
（日本共産党）

問　
八
幡
平
市
の
主
食
用
米
の

令
和
７
年
産
米
の
作
付
け
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
建
設
部
長　
令
和
７
年
産

の
生
産
目
安
は
２
０
９
８
㌶
だ

が
、
米
価
高
騰
を
受
け
、
前
年

よ
り
４
４
０
㌶
増
え
た
。

問　
農
協
は
今
年
の
仮
払
金
、

６０
㌔
２
万
８
０
０
０
円
で
３
年

間
契
約
す
る
内
容
で
あ
る
。
８

年
産
米
に
向
け
て
、
主
食
用
米

の
作
付
け
を
市
と
し
て
奨
励
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

副
市
長　
主
食
用
米
に
シ
フ
ト

し
て
も
ら
い
た
い
の
は
当
然
あ

る
。
し
か
し
、
個
々
の
農
業
経

営
は
い
ろ
い
ろ
条
件
が
違
う
。

市
と
し
て
は
、
各
農
家
が
個
々

の
経
営
状
況
を
考
慮
し
て
判
断

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

新
図
書
館
に
つ
い
て

問　
現
図
書
館
運
営
で
は
、
２０

名
ほ
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

た
ち
が
、
読
み
聞
か
せ
活
動
や

館
内
の
壁
面
装
飾
、
本
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
な
ど
、
図
書
館
活
動
を

担
っ
て
き
た
。
新
図
書
館
で
も

引
き
続
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
る
が
、
活
動
を
続
け
て
ほ

し
い
と
要
請
が
な
い
と
聞
い
た
。

ま
た
、
現
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
職
員

の
雇
用
に
つ
い
て
も
伺
う
。

教
育
次
長　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
は
引
き
続
き
お
願
い
し

た
い
。
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
事
実
関
係
を

確
認
し
て
全
員
に
伝
え
た
い
。

ま
た
、
現
図
書
館
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
職
員
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
働
い
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は

大
変
貴
重
で
あ
る
。
現
Ｎ
Ｐ
Ｏ

職
員
を
優
先
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
指
定
管
理
者
に
伝
え
た
い
。

主
食
用
米
の
作
付
け
奨
励
を

理
解
す
る
が
農
家
の
判
断
で

コンバインでの刈り取り風景

ど
う
す
る
都
市
計
画
道
路

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
見
直
し

解消したい、狭い道路との交差点
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問　
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、

住
民
説
明
会
も
踏
ま
え
て
進
行

状
況
と
今
後
の
計
画
を
伺
う
。

教
育
長　
松
尾
地
区
３
校
に
つ

い
て
、
８
月
19
日
に
市
長
、
教

育
長
、
教
育
委
員
で
統
合
方
針

を
判
断
し
、
9
年
4
月
の
統
合

校
開
校
を
目
指
す
。
西
根
地
区

は
寺
田
と
平
舘
、
大
更
地
区
は

大
更
と
平
笠
、
田
頭
の
3
校
を

統
合
す
る
形
で
進
め
て
い
く
。

問　
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、

住
民
説
明
会
も
踏
ま
え
て
進
行

状
況
と
今
後
の
計
画
を
伺
う
。

教
育
長　
８
年
1
月
に
専
門
業

者
の
調
査
結
果
も
踏
ま
え
て
、

優
先
候
補
地
案
を
示
す
。
２
月

に
は
優
先
候
補
地
の
判
断
、
決

定
を
す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
。

問　
中
学
校
統
合
後
の
部
活
動

は
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
指
導
課
長　
現
在
あ
る
部

活
は
引
き
継
ぐ
方
向
と
な
る
が
、

学
校
で
の
部
活
と
な
ら
な
い
種

目
も
出
て
く
る
。
来
年
度
か
ら

一
部
の
部
活
動
が
地
域
移
行
と

な
り
、
合
同
で
の
部
活
と
な
る
。

赤
川
河
道
掘
削
実
施

問　
市
内
の
河
川
改
修
の
維
持

管
理
で
７
年
度
に
実
施
す
る
立

木
伐
採
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
課
長　
米
代
川
、
鴨
田
川
、

長
川
、
赤
川
な
ど
を
実
施
す
る
。

赤
川
に
つ
い
て
は
、
椛
沢
大
橋

上
流
か
ら
長
川
と
の
合
流
地
点

で
の
立
木
撤
去
を
実
施
す
る
。

海
外
増
、
国
内
減

問　
第
４
期
観
光
振
興
計
画
の

現
状
の
成
果
進
捗
は
。

産
業
建
設
部
長　
海
外
は
客
数
、

消
費
額
と
も
に
伸
び
て
い
る
が
、

国
内
は
客
数
が
減
少
し
て
い
る
。

国
内
の
誘
客
強
化
を
検
討
す
る
。

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。

一 般 質 問

田
た む ら

村正
まさもと

元 議員
（八起会）

熊
くまざわ

澤　博
ひろし

 議員
（自由クラブ）

問　
市
内
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

の
数
、
学
童
数
、
支
援
員
数
は
。

市
長　
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
数
は

13
、
学
童
数
は
４
８
２
名
、
支

援
員
数
は
66
名
で
あ
る
。

問　
支
援
員
の
賃
金
や
処
遇
改

善
に
つ
い
て
は
、
国
の
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
対
策
交
付

金
」
な
ど
で
支
援
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
実
情
に
つ

い
て
伺
う
。

健
康
こ
ど
も
課
長　
指
定
管
理

者
か
ら
、
人
件
費
の
上
昇
を
理

由
に
、
毎
年
市
へ
要
望
書
が
提

出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
、

市
は
指
定
管
理
料
や
受
託
料
に

上
乗
せ
し
て
、
変
更
契
約
を

行
っ
て
い
る
。

問　
市
の
子
育
て
支
援
計
画
や

報
告
書
を
踏
ま
え
、
学
童
保
育

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
伺
う
。

市
長　
児
童
の
健
全
育
成
を
図

る
た
め
、
安
心
・
安
全
な
遊
び

と
生
活
の
場
を
提
供
す
る
こ
と

は
重
要
で
あ
り
、
保
護
者
が
安

心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
え
る

う
え
で
も
、
将
来
に
わ
た
っ
て

重
要
な
施
策
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

補
聴
器
の
購
入
助
成

問　
18
歳
未
満
の
難
聴
児
を
対

象
に
、
県
と
市
で
3
分
の
2
を

助
成
す
る
補
聴
器
購
入
助
成
事

業
の
内
容
は
。

市
長　
6
年
度
は
6
件
の
申
請

が
あ
り
、
県
と
市
が
費
用
の
3

分
の
1
ず
つ
を
助
成
し
た
。

問　
18
歳
以
上
へ
の
補
聴
器
購

入
助
成
に
取
り
組
む
考
え
は
。

市
長　
認
知
症
や
う
つ
病
な
ど

の
観
点
か
ら
も
、
ど
の
よ
う
な

支
援
が
可
能
か
、
調
査
研
究
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
現
状
は

１３
施
設
に
児
童
数
４
８
２
名

寺田学童保育クラブ

小
中
学
校
統
合
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

状
況

小
学
校
は
松
尾
地
区
を
優
先

統合先を予定している松野小学校

議会の動き

（令和７年７月４日～10月７日)

７月

▲

４日　第72回岩手地区議会議員大会研修会

▲

８日　議会広聴広報常任委員会

▲

10日　令和７年度盛岡広域８市町議会議長会会議

▲

16日　知事を囲む懇談会

▲

25日　岩手県後期高齢者医療広域連合監査（例月現金出納検査）、

　　　　盛岡広域環境組合監査（例月現金出納検査）

▲

28日　会派代表者会議

▲

2９日　宮城県色麻町議会視察来庁

▲

31日　栃木県矢板市議会視察来庁

８月

▲

８日　議員全員協議会、議会改革推進会議

▲

18日　議会運営委員会

▲

19日　八起会・市民クラブ合同視察研修（～21日）

▲

２５日　令和７年第３回定例会（～９月12日）、

　　　　議会広聴広報常任委員会

▲

26日　岩手県後期高齢者医療広域連合監査（例月現金出納検査）、

　　　　盛岡広域環境組合監査（例月現金出納検査）

▲

27日　産業民生常任委員会

▲

28日　総務教育常任委員会

▲

29日　決算特別委員会、総務教育常任委員会

９月

▲

1日　分科会決算審査（総務教育分科会）（～２日）

▲

３日　分科会決算審査（産業民生分科会）（～４日）

▲

５日　決算特別委員会、議会運営委員会

▲

8日　分科会決算審査（各分科会ごと）

▲

10日　決算特別委員会、議会広聴広報常任委員会

▲

１2日　議員研修報告会、議会運営委員会

▲

19日　議会広聴広報常任委員会

▲

29日　岩手県後期高齢者医療広域連合監査（例月現金出納検査）、

　　　　盛岡広域環境組合監査（例月現金出納検査）

10月

▲

２日　議会運営委員会

▲

６日　議会広聴広報常任委員会
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問　〇の中には、どんな文字
　（数字)が入るでしょう？

■応募方法　答え、住所、氏名(ふりがな)、　　年齢、「ギカイのひ　　
　ろば」を読んだ感想、市政や市議会への意見・要望などを必ず
　記入の上、はがきやファクス、電子メールでご応募ください。
　正解者の中から抽選で５名の方に八幡平市共通商品券 1,000円
　分をお贈りします  (当選者の発表は発送をもって代えさせてい

ただきます）。
※お寄せいただいた個人情報は景品の発送以外には使いません。

■あて先　〒028-7397　八幡平市議会事務局　議会だより　係
　FAX：0195-74-2105　E-mail：gikai＠city.hachimantai.lg.jp
■締め切り　令和７年１２月５日㈮(当日消印有効)
■前回(№80)の正解　１（人）
　　　　　　　　　　応募者　11人　　　正解者11人

ク イ ズ

合併後、旧3町
村の議会議員〇
人によって、初
の八幡平市議会
が開催された。

　議会を傍聴しませんか
　八幡平市議会では、本会議などを誰でも傍聴する
ことができます。傍聴を希望する方は、議会開催日
に市役所３階の議会事務局までお越しください。
　開催時刻は一部を除き午前 10 時からです（終了時
間は日によって異なります）。詳しくは、八幡平市議
会のホームページをご確認ください。

　議会の映像を見ることができます
　八幡平市議会では、議会開催日に市役所本庁舎１階
のテレビでライブ中継を行っているほか、インター
ネット（YouTubeの八幡平市議会のチャンネル）で録画
配信しています。
令和７年９月定例会の視聴回数は5,454回です。
　　　　６月定例会の視聴回数は2,090回でした。

（令和７年10月7日時点）

期　日 内　容

12月４日㈭ 議案上程 ほか

12月５日㈮ 一般質問

12月６日㈯～７日㈰ 休　　会

12月８日㈪～9日㈫ 一般質問

12月10日㈬ 議案審議

12月11日㈭ 休　　会

12月12日㈮ 委員長報告 ほか

会派視察研修 ■期日　令和７年８月19日・20日・21日
■場所　長野県辰野町、白馬村、上田市
■内容　商店街活性化と観光インバウンド対応条例、スポーツ
　　　　合宿の先進地について、意見交換踏まえた現地視察（八起会・市民クラブ）

松尾地区の３小学校統合
　8月8日の議員全員協議会で説明があった松尾地区の
小学校統合を含む小中学校の統合について、教育委員会
と総務教育常任委員会の意見交換会が行われました。教
育委員会からは、第3期八幡平市小中学校適正配置計画
に基づき、西根・松尾地区の3校の中学校を優先的に統
合し、新設校を建設すると説明がありました。中学校の

総務教育常任委員会 ■期日　令和７年８月29日
■場所　議事堂委員会室
■内容　学校統合に係る教育委員会との意見交換

令和７年８月８日の議員全員協議会の様子

次は　12月定例会　（予定)
※日程は変更になる場合があります。

建設場所は調査結果をもとに決定するとのことです。ま
た、松尾地区の3小学校については2024年10月に「松尾
地区小学校統合を推進する会」から117名分の署名入り要
望書が提出されたことを受け、2027年4月の開校を目指
し、松尾地区の3小学校を松野小学校に統合する計画で
あると説明がありました。委員からは部活動の継続や地
域移行に課題があり、環境整備が必要との指摘もありま
した。今後も委員会の最優先事項として取り組みます。 教育委員会との意見交換会の様子

民間と行政が投資含めて協力
　辰

た つ の ま ち
野町では、「トビチ商店街」で行われている地域活

性化について、仕掛人である一般社団法人〇（まる）と
編集社の赤羽様より、空き家を活用した不動産施策をは
じめ、熱意あるご指導をいただき、新たな発想を学ぶこ
とができました。白

は く ば む ら
馬村では、独自に制定した条例とガ

イドラインを基盤に、増加するインバウンド観光客にも

辰野町トビチ商店街での研修風景

対応する「持続可能な観光地経営に関する条例」につい
て、副村長の吉田様から詳しく学ぶことができました。
上
う え だ し

田市では、スポーツツーリズムの先進地である菅平高
原の「菅平サニアパーク」と「菅平アリーナ」を視察し
ました。夏はラグビーや陸上の合宿の聖地、冬はアルペ
ンスキーの競技別強化拠点であり、当市の可能性につい
て学ぶことができました。訪れた３市町村の取り組みを、
今後の議会活動にしっかりと生かしてまいります。 菅平アリーナでの集合写真

議会広聴広報常任委員会

議員と語る会の内容と場所を検討
　「議員と語る会」の開催について協議を行いました。
今回の「議員と語る会」は、昨年度に引き続き「ギカイ
のひろばの内容で語ろう」をテーマとし、「ギカイのひ
ろば№81号」に掲載されている内容をもとに、市民の皆
さまと意見交換を行うこととなりました。開催日は、令
和7年11月15日（土）、会場は田山コミュニティセンター
が午後2時から、市役所は午前10時、午後2時、午後6
時（計３回）に分けて開催し、皆さまが参加しやすい時
間を選べるよう調整いたしました。

「議員と語る会」の開催場所・内容を検討

■期日　令和７年９月10日
■場所　議事堂委員会室
■内容　「議員と語る会」の開催を検討


